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要旨

　終活を通じた高齢者の支援を考えるにはまず、終活が一般にどの様に広められ認識されているのかを踏まえておく必要があ

る。本研究では、今現在、終活がどのように社会意識として捉えられて伝えられているのか、マス・メディアのうち特に新聞

記事の分析を通じて明らかとすることを目的とする。そのために、この直近 5年間において、1) どのような終活の内容が取り

上げられており、それは年ごとにどのように推移しているのか、2) 終活にからめて語られる内容にはどのようなものが顕著に

見られるのか、3) 新聞の紙面には、記者等による記事、企業・団体等による広告、受け手側たる読者による読者投稿といっ

た内容があるが、それらについて語られている内容に違いがあるか、あるとすればどのような内容なのか、という3つの視点

から新聞記事の分析を行った。そのうえで、これらの分析を総合的に検討し、新聞記事にみられる終活とその課題を考察した。

記事数は、全1,458 件、うち一般記事 867件、広告・告知185 件、読者投稿 406 件であった。終活報道は、特に一般記事

及び広告・告知において、葬儀・墓といった内容から、相続・遺言といった内容を重視するより金銭的かつ法的な方向にシフ

トしつつあることが伺えた。だが、日常生活から終活を見る読者投稿では、物の整理・日記・手紙といった日常生活に直結す

る視点で終活が語られる傾向にあった。終活の意識に乖離があり、その違いをすりあわせていくことが今後の終活の発展に

つながるものと言える。またそこでは、人生設計といった視点からの支援が求められていると言える。

Abstract 

  In order to consider how to support the elderly through end-of-life activities, it is necessary to know how SHU-KATSU 

(The Activity of Preparation for Aging and Death in Japan) are generally spread and recognized. The purpose of this study is 

to clarify how SHU-KATSU activities are perceived and reported as a social awareness through the analysis of mass media, 

especially newspaper articles. The three major national newspapers (Asahi, Yomiuri, and Mainichi) from 2015 to 2019 were 

targeted. The Articles of these newspapers were analyzed the by following steps : 1) what kind of contents of SHU-KATSU  

have been taken up in the last five years, and how they have been changing year by year; 2) what kind of contents related 

to SHU-KATSU  have been remarkably discussed; and 3) whether there is any difference in the contents of the articles by 

reporters, advertisements by companies and organizations, and reader contributions by readers, and if so, what kind of contents.

The total number of articles was 1,458, of which 867 were general articles, 185 were advertisements/announcements, and 

406 were reader contributions. It is apparent that coverage of life and death, especially in general articles and advertisements/

announcements, is shifting from funerals and graveside matters to Inheritance matters. However, in reader contributions, the 

readers viewed SHU-KATSU from the perspective of everyday life - the perspective of organizing things, diaries and letters, 

which are directly related to daily life. There is a gap in the awareness of SHU-KATSU, and it can be said that reconciling 

these differences will lead to the development of SHU-KATSU in the future, and it required that supporting elderly people from 

the perspective of life planning.

Takatoshi ANDO
Yokohama National University
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1 研究背景

1.1 終活をめぐる動き

　近年、日本の社会においては、少子高齢化と核

家族化が進んだことから、高齢者が自らの老いや死、

そして死後について何らかの形で考えておく、あるい

は具体的に備える必要性が高まってきた。そのよう

な高齢社会の現状に呼応するかのように、「終活」と

呼ばれる、主に高齢者が自らの死に備える動きが現

れ、マス・メディアにも取り上げられるようになった。

終活とは、高齢者が比較的健康なうちに、葬儀や墓、

医療や介護についての希望、財産整理や任意後見な

ど、自らの老後や死後への備えを行う現象を指す 1。

今や終活は、市場で様々に展開されているだけでな

く、経済産業省といった国レベル 2,3 から神奈川県横

須賀市 4・大和市 5・綾瀬市 6、千葉県千葉市 7、愛

知県北名古屋市 8、兵庫県高砂市 9 などをはじめとす

る自治体レベルまで、広く行政でも取り組みが進め

られており、社会的に重要な動きと言える。さらに、

終活に関連する団体や企業によれば、「人生の終焉

を考えることを通じて、自分をみつめ、今をより良く

自分らしく生きる活動」10 のように、サクセスフル・エ

イジングを目指す意味を含んだものとされる。

　終活という言葉は、2009 年に週刊朝日にて連載さ

れた「現代終活事情」（全19回）による。当初はい

わゆる流行語のような形で登場した終活という言葉

は、10 年以上を経た現在に至るまで使われ続けてお

り浸透してきた。市場においてもさまざまな「終活」

の名のついたサービス、商品、資格などが出現、注

目を集める言葉となっている。例えば、イオンライ

フ株式会社による「イオンの終活」（葬儀サービス）、

三菱電機ライフサービス株式会社による「終活支援」

（葬儀・相続等の相談窓口）、株式会社ビックカメラ

による「ビックカメラの終活サービス」（遺影、フォト

ブック、エンディングノート、カメラ等販売）、日本郵

便株式会社による「終活紹介サービス」（遺品整理、

生前整理、自分史作成、お別れ会、墓、遺言書等

の相談窓口）など、大手企業においても、終活の名

称を用いて多様な支援サービスを展開するなど、終

活という表現の認知度は広がっていると言える。一

方で、終活という言葉は、葬儀社から石材店、士業

やファイナンシャルプランナー、あるいは家電量販

店から郵便事業に至るまで、様々な業界において用

いられている現状がある。

　このように、終活に関係する業種には様々なもの

があるが、例えば葬儀業の市場規模はおよそ1.5兆

円11、さらに不動産取引もからも相続になると46兆

円規模 12 とも言われる。それら終活関連の市場と、

それに付随する形で終活をめぐる様々なサービスが

登場していることが推測される。

　終活という言葉は、前述の通り、自らの老後や死

語への備えを行う現象という広い内容を指す言葉だ

が、終活という言葉を用いた様々なサービス、情報

が発信されていくにつれ、当事者たる高齢者を中心

とした情報の受け手側にとっては「終活とは一体何を

目的とし、どのような内容を指すものなのか」がわか

りづらくなりつつあるとも言える。

　そこで本研究では、マス・メディアで伝えられてい

る終活の内容を分析することにより、終活がどのよう

に社会意識として捉えられて伝えられているのかにつ

いて探る。

1.2 終活に関連する先行研究

　終活に関する先行研究としては、これまで、高齢

者の老いや死への備えに関し、医療、介護、福祉、

心理、社会、文化といった学問分野から、それぞれ

の視点で研究調査が行われることが多かった。それ

らの先行研究からは、年齢とともに死の備えに対す

る意識が高まり13、特に60歳以上でその傾向が強く

なること14、高齢者の約半数が老後や死後の準備を

するべきだと感じつつ実行していないこと15 などが示

されてきた。

　終活という現象について取り上げた研究は、現状

ではまだ数は少ない。木村・安藤（2015）16 は、終活

に関する項目について準備の内容を書き込む「エン

ディングノート」についての調査を通して、終活に取

り組む高齢者は「迷惑をかけたくない」という意識

が強く、物の整理や預金・保険など財産の整理が取

り組みやすく満足感を得られやすい内容であったこ

とを明らかとしている。岡本ら（2017）17 は、高齢者

の死生観と終活の現状について都市と地方の比較を

行い、都市部の高齢者のほうが終活により積極的で

ある一方、都市・地方双方とも終活に関する情報を

得る場についての認知度が低いことが明らかとなっ

た。同じく木村・安藤（2019）18 は、終活と高齢者の
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生活満足度との関連を調査し、終活は特に独居高齢

者の生活満足度や未来展望について影響を及ぼし、

サクセスフル・エイジングにつながる人生の設計に寄

与するものである可能性を見出した。

　木村・安藤（2018）19 は、終活がマス・メディアに

作られた言葉であることに着目し、マス・メディアに

おいて終活のどのような内容が注目され実際に取り

上げられているのか、それらはどのような印象を与え

る表現となっているのか、そしてその表現は時間に

よってどのような変化が見られているのかという視点

から、2010 年〜 2017年 5月までの朝日新聞におけ

る終活に関する記事の内容分析を行った。結果、終

活記事ではあくまでも葬儀や墓を中心としつつ相続

やエンディングノートといったその他の具体的な項目

を取り上げていたこと、終活という活動及び終活の具

体的な項目についてポジティブな側面を強調する形

で報道する傾向にあり終活を肯定する形でとらえら

れてきたことを示した。また、時間的な変化として、

2016 年頃より高齢者を中心とした生活者の視点（家

族のこと、日々の生活のこと）を取り込む報道の形

にシフトしつつある兆しがあることを示した。その上

で木村らは、終活が変化の時にあり、終活に関係す

る人々がどのような意図でどのような提案をしていく

かによって今後の終活の動向が定まっていく可能性

がある旨を示唆した。

　なお、新聞記事の内容分析については、樋口（2011）
20 によるテキストマイニング（計量テキスト分析）を用

いた研究がある。樋口は、情報技術（IT）に関する

朝日新聞、読売新聞、毎日新聞の全国三大紙の記

事についての分析と、情報技術に関する意識調査と

の比較を行い、両者の関連を示した。樋口は、我が

国の社会意識については全国紙の分析をもとに一定

程度まで探索しうるものであることが示されている。

　このように、高齢者世帯が子世帯に頼る風潮が薄

れる中、高齢者が自らの老後の人生設計を自ら行う

ための一つの方法として、終活が機能しつつあると

言える。終活は取り組んだ方が良いという意識が当

事者たる高齢者やそれを取り巻く世相に見られ、終

活に取り組むことが高齢者のサクセスフル・エイジン

グに寄与する可能性が示唆されてきた。

1.3 問題意識

　前述のように、終活が社会に浸透していくまさに

渦中に今はあり、その「語られ方」が徐々に変化し

つつあること、終活が変化の時期にある可能性が先

行研究では示唆されていた。では、その後となる今

現在、終活はどのような形で報道をされているので

あろうか。また、葬儀や墓といった終活の具体的な

項目が、マス・メディアにおいてどのように語られて

いるのかについては先行研究で扱われているが、社

会意識における終活を探る際には、終活にからめて

どのような内容が語られているのかもまた踏まえる必

要があろう。さらに、受け手となる人々はどのような

形で終活の報道を捉え、終活というものをどのように

考えているのかも捉えておく必要があろう。先行研

究によれば、新聞記事と社会意識には関連があるこ

とが示されているが、新聞記事には大別して記者に

よる記事、企業や団体による宣伝・広告記事、読者

による読者投稿と、3つの主体があり、それぞれに

どのような違いがあり、これら主体の違いによる終活

の捉え方の違いをうかがい知ることもまた可能では

ないかと思われる。

　先に述べたように、終活という言葉は市場の様々

な業界において多様な使われ方をしており、そのサー

ビス内容も多岐にわたることから、終活という言葉

が半ば独り歩きし、何を目的のどのような取り組みを

指すものなのかがあいまいな印象を与えている。一

方で、マス・メディアにおける終活の報道も年を追っ

て変化を見せていた。変化のさなかにあって、終活

に関係する人々がどのような意図でどのような提案を

行うかが、高齢者の終活を通じたサクセスフル・エイ

ジングにも少なからず影響を及ぼしていくものと思わ

れる。とすれば、今、社会意識において終活はどの

ような形で捉えられているのか、その変遷を常に確

認しつつ、当事者たる高齢者の意識やニーズ、そし

て市場の現状と比較しながら、今後の終活について

考えアップデートを行っていく必要があるといえる。

そこで本研究では、今現在、終活がどのように社会

意識として捉えられて伝えられているのか、マス・メ

ディアのうち特に新聞記事の分析を通じて明らかとす

ることを目的とする。そのために、この直近 5年間

において、1) どのような終活の内容が取り上げられ

ており、それは年ごとにどのように推移しているのか、

2) 終活にからめて語られる内容にはどのようなもの
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が顕著に見られるのか、3) 新聞の紙面には、記者

等による記事、企業・団体等による広告、受け手側

たる読者による読者投稿といった内容があるが、そ

れらについて語られている内容に違いがあるか、あ

るとすればどのような内容なのか、という3つの視

点から新聞記事の分析を行った。そのうえで、これ

らの分析を総合的に検討し、新聞記事にみられる終

活とその課題を考察した。

　なお、調査対象を新聞記事とした理由は、1) 予

め活字で提供される媒体であり、データ分析が容易

であること、2) データベースが整備されており、デー

タの収集を客観的かつ比較的容易に行うことができ

ること、3) 世代を問わず信頼度が最も高いメディア

と考えられていること21 による。

2 研究方法

2.1 分析対象

　分析対象は、調査当時の直近 5年間（2015 年か

ら2019 年）の『朝日新聞』『読売新聞』『毎日新聞』

の朝刊・夕刊において「終活」という言葉を含む記

事とした。

　分析対象をこの3紙とした理由は、３大全国紙と

して広く流通していること、新聞記事検索のデータ

ベースが充実しており分析対象となる記事の入手が容

易であることによる。なお、記事収集には、以下のデー

タベースを用いた。

・朝日新聞：聞蔵IIビジュアル

・読売新聞・毎日新聞：G-Searchデータベースサー

ビス

2.2 分析方法

(1)記事の収集

　「聞蔵IIビジュアル」及び「G-Search データベー

スサービス」より、「朝日新聞」「読売新聞」「毎日新

聞」を対象として、キーワード「終活」、発行日「2015

年1月1日〜2019 年12月31日」として検索を行い、

たまたま「終活」という文字が入ってしまった等不適

当と思われる記事を除き得られた記事（以下「終活

記事」とする）1,458 件を対象とした。

(2)記事の分類

　1,458 件のデータには、データベースから得られた

記事の「日付」「タイトル」「本文」「新聞名」に加え、

「記事属性」という項目を付与した。記事属性は「一

般記事」「広告・告知」「読者投稿」のいずれかとし、

各記事内容にあわせ手作業でタグ付けを行った。作

成したデータは、1レコード1行の csvファイルとし

て保存した。

(3)分析

　新聞記事は、テキストマイニング（計量テキスト分

析）による内容分析を行った。テキストマイニングと

は、テキストデータを文字や単語、フレーズ等の単

位に分解し、これらの関係を定量的に分析する定量

的手法である22。テキストマイニングでは、テキス

トデータの持つ曖昧さを定量的に処理することに限

界がある一方で、統計的な分析という視点からの新

たな発見の可能性もあるとされている22。そのため、

大量のテキストデータにおいて、言葉の出現頻度や

言葉同士の関連を数量化し客観的な分析結果を示す

ことができる点が大きな特徴と言える。

　本研究で分析対象とする新聞記事は、1) 1,458

件の記事という大量のテキストデータであること、2) 

新聞記事は文法や使用できる語句がある程度定めら

れておりテキストデータの持つ曖昧さは比較的低く抑

えられるデータであること、3) 分析者の主観ではな

く客観的な統計結果をもとに考察を行うこと、の3

点から、テキストマイニングを用いた分析が有効であ

ると考え、用いることとした。

　分析ソフトウェアには、NTTデータ数理システムに

よる「Text Mining Studio 6.3」を使用した。Text 

Mining Studio は、頻度分析をはじめとして、注目

したい語や属性によって特徴的に用いられている語

の分析、また時系列での分析のための機能が充実し

ているため、本研究で用いることとした。

　本研究では、１.3 にて示した３つの内容に即し、

以下の分析を行った。

　「1) どのような終活の内容が取り上げられており、

それは年ごとにどのように推移しているのか」につい

て、まずは全体の単語頻度解析と係り受け分析、及

び係り受けについてのネットワーク分析を行った。次

に単語頻度について時系列分析を行うことで、多用

される単語の抽出と年ごとの変化を追った。なお、

係り受け分析は、単語同士のつながりを分析し言葉

がどのように語られているのかという文脈を探る手法

である。また、ネットワーク分析では、係り受けをわ
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かりやすく図示したものとなる。ネットワーク図の単

語に付随する円は、大きさに比例して出現回数が多

いことを示している。また、矢印は係り受けの方向

を示す。矢印の線の太さが係り受けの強さ（関連度

の高さ）を表している。

　「2) 終活にからめて語られる内容にはどのような

ものが顕著に見られるのか」について、単語頻度解

析の結果をもとに注目すべき語を選定し、それらの

語について、前述の係り受け分析及び係り受けにつ

いてのネットワーク分析を用い、どのような語られ方

をしているのかを探った。

　「3) 新聞の紙面には、記者等による記事、企業・

団体等による広告、受け手側たる読者による読者投

稿といった内容があるが、それらについて語られて

いる内容に違いがあるか、あるとすればどのような

内容なのか」について、本項(2)にて示した記事属

性によってどのような語が特徴的に出現するのかを特

徴語分析により探った。それぞれの記事属性ごとに

記事数が異なるため、特徴語分析を用いた。これは、

単に出現回数をカウントするのではなく、単語頻度

の大小を考慮しつつ属性の中で特徴的に出現する言

葉を抽出する分析方法である。

　なお、分析にあたっては、一度分かち書きを行っ

た上で内容を確認し、以下の処理及び辞書登録を

行った。

①コーナー名、説明文などの扱い

　新聞記事のコーナー名は、できる限り分割せず個

別に辞書登録を行った。

　また、記事内の写真や図には、「写真」「図」等の

記載がされているため、これらは分析対象から除外

した。

②類義語辞書

　同じ意味を持つ異なる単語（類義語）は、Text 

Mining Studio 6.3 による自動判別を基本とし、以

下についてユーザー設定の類義語処理を行った。

※「」内が単語として使うもの、[ ]内は品詞の設定、

（ ）内が同様の意味につき「」内の単語として読み

替えて処理するもの。

a)「エンディングノート」 [名詞 一般 ]（終活ノート）

b)「詩」 [名詞 一般 ]（川柳、俳壇、句、短歌、歌壇、

俳句）

c)「イベント」 [名詞 一般 ]（催し）

d)「葬儀」 [名詞 一般 ]（葬式 , 葬送, お葬式）

e)「棺おけ」 [名詞 一般 ]（棺, 棺桶 , お棺）

f)「葬儀社」 [名詞 一般 ]（葬儀会社 , 葬儀業者, 

葬儀サービス会社）

g)「講座・講演」 [名詞 一般 ]（セミナー, 講座 , 

講演 , 講演会）

h)「寺」 [名詞 一般 ]（お寺, 菩提寺, 寺院）

i)「墓」 [名詞 一般]（墓地, 墓所, 供養墓, お墓）

j)「遺言」 [名詞 一般 ]（遺言書, 遺言状）

k)「葬儀場」 [名詞 一般 ]（葬儀場, 葬儀会館）

l)「葬儀費用」 [名詞 一般 ]（葬儀代 , 葬儀費）

m)「僧侶」 [名詞 一般 ]（坊さん, お坊さん, 坊主）

n)「死ぬ」 [動詞 一般 ]（亡くなる）

3 結果

　終活記事の記事数、品詞数、品詞の割合等の集

計内容を表１・表２に示した。品詞の構成は、名詞

が69.5%を占める一方で、形容詞・形容動詞は合わ

せて4.2%と低い割合となっている。そのため、今回

の新聞記事の分析においては、形容詞・形容動詞と

の係り受けを分析することによって単語がポジティブ

な表現をされているかネガティブな表現をされている

かを判断する「評判分析」には向かない品詞構成で

あった。

3.1 記事数の推移

　年ごとの記事数の推移を図1に示した。2016 年

においては一旦記事数に若干の減少が見られたもの

の、以降、毎年記事数は右肩上がりで増加している。

広告は一定数が常に掲載されている一方で、一般記

事と読者投稿の記事数が増加していることも特徴と

なっている。特に読者投稿は、終活記事数が減少し

た 2016 年においても増加し続けており、2015 年と

2019年を比較すると、その数は5年間で約2倍となっ

ていた。終活を題材とした一般記事の増加に加え、

読者にとっての関心事としても終活という現象が取り

上げられていることがわかる。

3.2 終活記事に取り上げられている内容とその推移

　終活記事において、終活のどのような項目が取り上

げられているのかについて、頻度分析（単語）、ネッ

トワーク分析（係り受け）を用いて分析を行った。
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表 1　終活記事の文章構成 表 2　終活記事の品詞構成

図 1　終活記事数の年推移
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3.2.1 頻度分析 （単語）

　頻出単語のうち上位40語を表3に示した（グレー

部分は、終活の具体的な項目に関する単語）。なお、

頻度とは全体の中での単語の登場回数を指す。

まず、「終活」（1位）、「人」（2位）に次いで出現す

るのは、「自分」（3 位）という単語であり、終活の主

体を指す言葉として出現した。「人」については、後

述の「3.2.2 ネットワーク分析（係り受け）」にて詳し

く触れることとする。終活に関する具体的な項目とし

て、「葬儀」「墓」「相続」が10 位以内と出現数が多

かった。また、葬儀と墓では葬儀の方が若干高い出

現数となった。さらに「遺言」が15 位に出現しており、

相続関連の単語が「葬儀」「墓」に次いで多い結果

であった。エンディングノートは 32位と、上位では

あるものの、前述の単語ほどではない。一方で、エ

ンディングノートとほぼ変わらぬ出現数に「写真」が

ある。原文をたどると、写真の整理など、思い出の

物を整理するような形で出現することが多く、物の

整理のような形での終活の代表的な道具として表現

されていた。

　さらに、終活の具体的な項目以外では、「人生」（11

位）と「生きる」（24 位）、「死ぬ」（13 位）と「死」（23

位）といった、生死を示す単語がいずれも近い出現

数となっていた。

　他にも、「家族」（10 位）、「夫」（33 位）、「家」（34 位）、

「母」（36 位）のように、家族を示す単語群もみられた。

3.2.2 ネットワーク分析 （係り受け）

　ネットワーク分析では、係り受けから関連の強い

言葉同士のまとまり（話題）を導き出し、それぞれま

とまり中で言葉がどのように繋がり合っているのかを

確認することができる。

ここでは、全体の話題の傾向に加え、終活がどのよ

うに語られているかを知るための切り口として、終活

に関する具体的項目と並んで出現頻度が高い単語に

ついても個別に分析した。分析対象とした単語は、

3.2.1で見られた出現数が多いもの、及び記事属性

での特徴語としてのスコアの高い名詞として、「人生」・

「生きる」、「死」・「死ぬ」、「自分」、「家族」を対象（以

下、これらの単語をまとめて注目語と表記）とした。

表 3　頻出単語 ・上位 40 語
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終活記事全般の係り受け頻度のうち、上位 30語を

表4に、ネットワーク分析結果（50語）を図2に示

した。

　全体の傾向としては、「終活」→「考える」→「人」

がいる、多い、増えているといった関連が強く現れ

ていた。新聞記事においては、基本的には終活に

関わる人が増えていることを示す文章が目立ち、こ

れらに付随して「講座・講演」についての話題や「葬儀」

「墓」についての言及が多い。また、矢印のつながり

の数が少ない話題が独立して多く列挙されているこ

とから、さまざまな話題が数多く展開されていること

が伺える。

　「迷惑」から派生する「かける＋ない」「かける＋し

たくない」は、実際には同じ内容であり、終活の動

機として「迷惑をかけたくない」という考え方につい

て触れている記事が多い（頻度では両者の出現数合

計72で、実質6 位となる）ことが伺える。

「相続」「遺言」については、終活の一連のネットワー

クとは独立しているものの、公正証書遺言や自筆証

書遺言といった具体的な内容が登場していることが

示されている。

3.2.3 時系列分析

　時系列による内容の変化はあるかどうかを確かめ

るため、頻出単語の時系列分析を行った。年ごとの

頻出単語のうち、上位 20語を表 5に示す（グレー

部分は、終活の具体的な項目に関する単語）。

　まず、終活の具体的な項目として、「葬儀」「墓」

「相続」「遺言」といった単語、すなわち葬送関係と

相続関係については、すべての年において上位に位

置している。さらに、相続関係を示す単語は、2015

年にも3 位と葬送関係の上に位置したのち再び葬送

関係の下位に位置するものの、20 位以上には必ず出

現していた。また、2019 年には、「相続」（7位）、「遺言」

（10 位）と、相続関係の単語双方が10 位以内かつ

葬送関係を指す単語よりも上位に位置し、かつ葬送

関係の単語は初めて10 位以下に位置していた。

　「人生」という生死に関する言葉も、継続的に上

位 12位以内に入っており、2016 年、2017年、2019

年は 10 位以内に位置、2019 年は 6 位となった。

2015年からの推移を見ると、2018年に若干落ち込ん

だものの、全体としてはじわりと増加している印象で

あった。一方、「家族」は、「人生」同様毎年その順

表 4　係り受け ・上位 30 語
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図 2　ネットワーク分析 （係り受け） 50 語
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位をあげ、2016〜 2018 年は10 位以内に位置してい

たが、2019 年には17位に落ち込んでいた。

3.3 終活に絡めて語られている注目語

　終活にからめて語られている内容として、3.2の結

果から、特に「人生」「生きる」、「死」「死ぬ」、「自分」、

「家族」の注目語が見られた。そこで、これら注目語

それぞれがどのように語られているのかを更に探るた

め、係り受け分析とネットワーク分析を行った。

3.3.1 「人生」 「生きる」

　「人生」（名詞）、及び「生きる」（動詞）という単語

について、その取り上げられ方を探った。名詞である

「人生」の係り受け分析上位10語について表6に示す。

終活記事においては、「終わり」（１位）、「締めくくる」

（１０位）という人生の最期について述べた語だけで

なく、「振り返る」（２位）、「見つめ直す」（７位）、「棚

卸し」（９位）といった、これまでの人生を思い返す

行動を示す内容がみられた。加えて、３位に「生きる」

が出現し、「過ごす」と合わせて、人生の最期につい

てだけでなく、人生を生きていることについての表現

が出現している。また、「楽しむ」「充実」のように、

人生についてポジティブな語も出現していることが特

徴と言える。「生きる」については、(4)及び(6)でも

述べる。

3.3.2　「死」 「死ぬ」

　「死」（名詞）、及び「死ぬ」（動詞）という単語に

ついて、その取り上げられ方を探った。ここでは、

名詞である「死」の係り受け分析上位１０語について

表7に示す。終活記事においては、まず「考える」（1

位）、「向き合う」（3 位）、「語る」（5 位）、「受け入れる」

（8 位）といった、死に対する姿勢を示すものが多く

見られた。また、「準備」（6 位）「備える」（同6 位）

を合わせると出現回数は14回、実質的には4 位の

位置づけとなり、死に備える終活の文脈が多いことも

伺える。「死ぬ」については、(4)及び(6)にて触れ

ることとする。

3.3.3 「自分」

　「自分」の係り受け分析結果上位10語を表8に示

した。これらを見ると、終活の主語として「自分」が

表 5　年ごとの頻出単語 ・上位 20 語
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用いられており、1位の「死ぬ」、5 位の「いる＋ない」（＝

自分がいなくなる）とあわせて、終活のシチュエーショ

ンとして、自分が死ぬという事態について言及してい

ることがわかる。また、自分で「考える」（2位）、「決

める」（3 位）、「決める＋したい」（同7位）といった、

自らのことについて主体性を持った意思決定について

の記述も目立つ。そして、「生きる」（4 位）という、

終活の文脈であえて生についての姿勢が語られてい

ることがわかる。

3.3.4 「家族」

　「家族」の係り受け分析結果上位10語を表 9に示

した。これらを見ると、家族の「負担」（1位）や「困

る＋ない」（＝困らない）（3 位）、「かける＋したくな

い」（迷惑をかけたくない）（6 位）、のような表現から、

家族の負担にならないよう配慮する気持ちが述べら

れていることがわかる。また、「話し合う」（2位）、「伝

える」（4 位）、「伝える＋したい」（10 位）といった

家族に対する行動及び希望が、終活とともに語られ

ていることがわかる。また、「死ぬ」がここでも見られ、

家族の死と終活の関連について語られるパターンも

多いことが伺える。

3.3.5 注目語同士の関連

　このように、終活の具体的項目以外での頻出単語・

特徴語として目立つ単語である注目語たちは、「生き

る」「死ぬ」といった単語を通じて関連していた。こ

の結果について図式化するために、これらの注目語

を「係り元単語」に設定し、別途ネットワーク分析（上

位 20語で設定）を行った。その結果を図3に示す。

この結果から、注目語群は、「生きる」「死ぬ」「考える」

という動詞によって繋がりを持っていた。このように

終活では、自分を主体として、生きること、死ぬこと、

家族について述べられていることがわかる。

3.4 記事属性ごとの特徴語

　「一般記事」「広告・告知」「読者投稿」の3つの

記事属性において、それぞれどのような話題が現れ

ているのかについて、その特徴を分析した。ここでは、

記事属性ごとに取り上げられている内容をより明確に

するために名詞のみを対象とした。分析結果で得た

上位 20語を、属性ごとに表10に示した。なお、順

位付けに用いた「指標値」とは、補完類似度を使用

したもので、属性におけるその単語の出現頻度が全

体の平均頻度に比較してどの程度の割合にあるかを

表しており、値が大きいほどその属性で特徴的に用

いられている言葉となる。

3.4.1 一般記事

　一般記事の指標値を見ると、広告・告知や読者

投稿のように、突出して特徴的に出現する単語があ

るというよりも、いくつかの頻出単語が比較的まんべ

※出現数が同じものは同順位 ※出現数が同じものは同順位

表 6　「人生」 係り受け ・上位 10 語 表 7　「死」 係り受け ・上位 10 語
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表 8　「自分」 係り受け ・上位 10 語 表 9　「家族」 係り受け ・上位 10 語

図 3　注目語のネットワーク分析 （係り受け）
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表 10　属性毎の特徴語 ・上位 20 語

んなく使われていることがわかる。また、「墓」（1位）、

「葬儀」（3 位）、「寺」（4 位）、「遺骨」（10 位）、「僧侶」

（11位）のように、葬送に関する単語数が多い。「相

続」（8 位）、「遺言」（13 位）、「財産」（15 位）といっ

た相続関係の単語も、葬送関係ほどではないが多く

出現している。このように、一般記事における終活

のとらえ方としては、葬送関係、次いで相続関係の

話題が中心となっていた。

3.4.2 広告 ・ 告知

　広告において指標値が868.4と高かったのは、「講

座・講演」（1位）であり、終活に絡んだ講座・講演・

セミナー等の告知であった。そこでは、「相続」（4位）、

「遺言」（8 位）のように、相続関係の内容が多く、「エ

ンディングノート」（9 位）の書き方講座よりも多くなっ

ていた。無料の講座も多いようで、また「行政書士」

（11位）、「司法書士」（17位）などの職業名も出現し

ており、これらの単語の内容を含む講座が多いこと

がうかがえた。また、「人生」（16 位）の単語は、こ

の広告・告知にて特に特徴的に現れている。原文を

検索すると、これからのよりよい人生について考える

旨の枕詞をつけた講座があり、少なくとも新聞記事

の広告・告知に掲載されている講座等では、終活に

よって人生を豊かにする旨の方向性を提案するもの

が多いと言える。

3.4.3 読者投稿

　読者投稿において目立ったのは、やはり、「母」（2
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位）、「夫」（3 位）、「主婦」（5 位）、「娘」（6 位）、「父」

（7位）、「家」（11位）のように、家族を示す具体的

な単語であった。また「詩」（10 位）は、2.2.2 (3) 

の単語辞書登録にて示したとおり、短歌、俳句、川

柳をひとつにまとめて集計したものであるが、読者が

「終活」の言葉を用いて句を作成し、それらが採用さ

れ紙面に掲載される、といった形での読者投稿も多

く登場していることになる。原文検索によれば、投

稿者は高齢者層が中心であり、自らのこととして終活

を取り上げていた。また、終活に関する具体的な行

動をしめす内容として、読者投稿では、「処分」（4 位）、

「断捨離」（17位）という、物の片付けに関する行動

を示す単語が特徴語として出現している。また、「日

記」（9 位）、「年賀状」（12位）、「手紙」（16 位）、「本」（18

位）といった日常的な物が終活とともに語られており、

原文検索を行うと、これらを書いたり、処分したりと

いった終活の様子について述べられていた。

4 考察

　得られた結果をもとに、この直近 5年間において、

1) どのような終活の内容が取り上げられており、そ

れは年ごとにどのように推移しているのか、2) 終活

にからめて語られる内容にはどのようなものが顕著に

見られるのか、3) 新聞の紙面には、記者等による

記事、企業・団体等による広告、受け手側たる読者

による読者投稿といった内容があるが、それらにつ

いて語られている内容に違いがあるか、あるとすれ

ばどのような内容なのか、という3つの視点をもとに、

新聞記事における終活のとらえ方とその課題を考察

した。

4.1 相続関係の話題の増加

　終活の内容としては、一般には、やはり「葬儀」「墓」

といった葬送関係の話題が中心であったが、それに

加えて「相続」「遺言」といった相続関係の話題が

多くなっていた。特に相続関係についてはその比率

が次第に増しており、2019 年の単語頻度に至って

は、葬送関係を示す言葉よりも上位に「相続」「遺言」

が登場していた。先行研究19では、終活記事はあ

くまでも葬送関係を中心として、相続関係の話題が

加わっている旨が示されていたが、それ以降の記事

を扱う今回の研究では、葬送関係・相続関係両者

の取り上げられ方の差異が先行研究より少なくなって

いる。また、「広告・告知」だけでなく、「一般記事」

においても相続関係の話題が取り上げられる機会が

多くなっており、その点も先行研究と異なる傾向と言

える。さらに、同先行研究によれば、上位頻出単語

に「エンディングノート」の出現が目立ったが、今回

の分析結果からは、「エンディングノート」は話題に

なってはいるものの、かつてほどの比重で紙面に登

場はしなくなっていると言える。

　これらより、終活記事における内容は、当初から

中心を占めていた葬送関係の話題から、より金銭・

財産に関わる話題、及びその相続人である家族の話

題にその軸足を徐々に移しつつある、あるいは分散

させつつあることがわかる。

4.2 「人生」 「死」 「自分」 などの注目語からみる終

活像

　終活に関連する項目以外の単語で、本研究の分

析上目立った言葉として、「人生」「生きる」「死」「死

ぬ」といった生死に関する単語、そして「自分」「家

族」といった人物を指す単語がみられたため、今回

の分析においては、これらを注目語として抽出し分

析を行った。これらによると、終活の主体は自分自

身であり、また人生の終わり、自らの死について考え

ることが終活というとらえ方ではあった。だが一方で、

人生を振り返り、棚卸しを行い、自分の人生をこれ

からも生きること、そのための終活であるというとら

え方があり、そこには「楽しむ」のようなポジティブ

な表現も出現していた。この傾向は先行研究でも示

唆されていたが、その後の新聞記事を扱った本研究

ではその傾向がより濃く現れている。よって近年で

は、改めて「終活とは人生をとらえ直し、これからの

よりよい時間のために行うもの」といったとらえ方が

なされ、広められていると言える。

4.3 記事属性ごとの違い

　前述のように、一般記事における終活の話題は、

葬送関係、相続関係について述べたものが多くなっ

ていた。広告・告知においては、相続関係の講座が

多いことが示されていた。これらより、一般記事及

び広告・告知においては、相続関係の比重が増して

おり、お金の問題、家族間の問題のような課題が取
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り上げられがちであることが見て取れる。

読者投稿においては、相続といった話題が上ること

は少なかった。読者投稿では、先行研究と同様に、

物の片付けを示す単語（「処分」「断捨離」）が目立

ち、それぞれの投稿者の家族（「母」「夫」「娘」な

ど）について語られ、かつ「日記」「年賀状」「手紙」

「本」といった日常的なものを取り上げ、これらを書

くことや処分することを終活として話題にする傾向が

あった。

このように、一般記事及び広告・告知と読者投稿と

では、その内容に大きな差があるとも言える。いわ

ゆる「終活らしい」話題が一般記事になりやすく、

広告においてもそれらの講座が紹介される一方で、

読者は物の片付けのようにより日常生活に即した形で

終活を行いたいとの希望や、それらの報告を投稿し

ている。読者目線、当事者目線から言えば、このよ

うなとらえ方の違いをふまえ、一般的な終活の扱い

をより当事者側に合わせこんだサービス、商品、そ

して話題の提供を行っていくべきとも言える。しかし、

逆を言えば、当事者目線ではあまりにも日常に寄りす

ぎているとも言えるのではないだろうか。終活を通し

て人生を考えることをよしとしながらも、日常の物の

処分、日記や年賀状などといったことで終活としてと

どまってしまうとすれば、今後の人生をより良くする

という中長期的な展望を踏まえた終活を実践する必

要があるとも言える。日常的な事柄から、いかに終

活につなげ、葬送関係や葬儀関係といったいわゆる

大仕事につなげていくのか、高齢者の人生設計を踏

まえた終活の内容を示していく必要がここに見えて

いる。

4.4 まとめと終活の課題

　終活報道は、特に一般記事及び広告・告知におい

て、葬儀・墓といった内容から、相続・遺言といっ

た内容を重視する方向にシフトしており、より金銭

的かつ法的な内容とも言える。「1.1 終活をめぐる動

き」でも述べたように、相続は50兆円にも届く大き

な市場規模となっており、結果、終活というキーワー

ドを用いた市場で展開されるサービスや報道の内容

に相続関連の情報が多くなっていくことは当然の流

れとも言える。一方で終活記事には、人生や家族な

どの視点もある。終活記事においては、大きく分け

ると、高齢者を対象とした市場の動向の影響を受け

たもの、終活に取り組むことで人生を充実させるのだ

という論調（このような表現は終活関連サービスへの

誘導の枕詞であることも十分に考えられるが、ここ

では、終活がたとえ建前であっても「自らの人生を考

える」というような論調で語られている事実を重視

する）、そして高齢者を中心とした人々の日々の生活

での終活への意識、という3つの内容が見えてくる。

これが本研究の一つの成果と言える。そして、日常

生活から終活を見る読者投稿の内容は、一般記事

や宣伝・広告と明らかに異なり、自らの生活により近

い話題に着目した終活であった。この乖離を見いだ

せたこともまた、本研究のもう一つの成果である。

　この読者投稿と他の記事との乖離には注意を払う

必要がある。今とこれからの生活を念頭に終活を考

える高齢者たちにとって、葬儀や相続、あるいはそ

の他経済にからむものとしての終活だけに着目する

のでは、高齢者の生活や人生の充実といったサクセ

スフル・エイジングにとって必ずしも良いことばかり

ではなくなってしまう可能性がある。一方で、読者

投稿の目線はあまりにも生活に偏りすぎているという

見方もできる。葬儀・墓、相続・遺言といった比較

的大きなお金と法律が絡むものは、面倒も多く、取

り組むことは大変だ。とはいえ、日々の生活の中、

その延長で考えやすいことばかりでは、これからの

人生をよりよくするために取れる手段にも限りが出て

きてしまう。それでは、これまでの終活の研究が垣

間見せた「サクセスフル・エイジングにつながる人生

の設計に寄与するものである」という示唆にも限界

が見えてくる。よって、この両者の違い、サービスの

提供側や支援者側の人 と々高齢者双方の意識をすり

あわせていくことが、終活記事で見られた「自らの人

生を考える」という意識につながるであろうし、今後

の終活の発展にもまたつながると言える。そしてそこ

では、人生設計といった視点からの支援が求められ

ていると言える。

　では、日常から人生へとつなげる終活の内容とし

ては、どのようなものがあるだろうか。そのひとつと

して、高齢者がこれからの人生をいかに生きるかに

ついての人生設計として、マネープランやキャリアプ

ランといった具体的な支援を提供することがあげら

れよう。自身の人生を棚卸し、これまで行ってきたこ
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と、今後行いたいこと、そして行わなければならない

ことを整理し、お金の問題とともに自分の人生をより

よくプラニングする人生設計について、気軽に考える

ことができるツールや機会、講座といったものを活用

してもらうことなどが考えられる。また、近年ではラ

イフプランニングや終活をテーマにしたゲームなども

開発されていることから、ゲーミフィケーションによ

りより楽しみながら人生設計を支援する活動を展開

することも可能であろう。ファイナンシャルプランナー

やキャリアコンサルタントといった分野の知識や研究

を参考に、このような様 な々ツールを検証していくこ

とも求められるだろう。

　いずれにせよ、市場の動向、高齢者の視点、そ

れらをふまえたうえでの今後の展開について、「誰の

ための終活をどのように展開するのか」という視点の

もと、包括的に見据える必要があろう。

5 今後の課題

　終活の研究の今後については、これまでの先行研

究のように、医療、介護、福祉、心理、社会、文化

といったさまざまな視点がこれまでにも存在したが、

これらに経済や経営といった内容も加えより多岐に

わたる視点からの分析と考察ができうるし、求められ

ていくものと思われる。医療・介護・福祉といった

高齢者の支援とケア、あるいは高齢者をめぐる経済

活動など、それぞれが意義深い研究となりうるであろ

う。だが、こと終活という現象を通じて現代の社会

を見つめるとき、高齢者自身がどうこれからの高齢

社会を生きるのか、生きやすくというテーマもまた欠

かせない。

　今や、独居を含む高齢者のみの世帯の増加、高

齢化率が30%を超えかつ団塊の世代が後期高齢者

となる2025 年問題が迫りつつある。人生100 年時

代がうたわれるようにもなり、長寿時代の高齢期を

いかに生きるかが重要な課題となっている。東京大

学ジェロントロジー・コンソーシアムが策定した「2030

年超高齢未来に向けた産業界のロードマップ」22で

も、人生100 年時代において高齢者自身による長寿

社会の「人生設計力」を養う必要性が主張されている。

人生設計力という視点で終活を考えるならば、終活

には、高齢者自身の生活を助け、家族や周囲の人々

の支援の助けとなる項目が揃っている。よって終活に

取り組むことは、高齢社会の現状と課題について高

齢者自身が意識を傾け、なおかつそれらに高齢者自

身が向き合うことで、自らの人生を振り返り、これか

らの人生を捉え直していくことになる。自らの人生に

ついて高齢者自身が取り組む終活という活動がサク

セスフル・エイジングにつながるためには、どのよう

な終活のあり方が求められるのか。今後は、終活の

動向をとらえつつ、また高齢者の心理と生活をふまえ

つつも、どのような人にはどのような終活がよいのか、

高齢者の抱える様々な悩みに対して終活から得られ

うる具体的な効果について、実例をもとに模索し提

示していくことが必要である。それらは、終活市場

においても、そして何より終活に関心をよせるあるい

は必要性を感じている高齢者自身にとっても有益な

研究成果となりうるだろう。

　終活の内容が世相を反映し変化していることはま

た、終活に関連する様 な々人々がどのような意図でど

のような提案をしていくのかによって、その変化の方

向が定まっていくとも言える。そして、支援側の目線

と当事者側の目線との乖離を双方共がすりあわせて

いくことが終活の発展に寄与する可能性が今回の研

究で示唆されたことから、その具体的方策について、

様 な々知見をもとに今後も探っていきたい。
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